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Q.地球の温度は何度上がってるでしょうか？ 
台風、洪水、連日の猛暑。 

毎年更新される最高気温。 

 

 

かと思えば、急に寒くなったり、 

梅雨がなかなか明けなかったり… 

桜の開花や秋の紅葉が、早まったり、遅れたり… 

 

 

異常気象が多発し、ちょっとやばいんじゃないか？ 

 

 

それに加えて、、世界では砂漠化が進み、北極のシロクマは減少し、海面上昇により土地は水没

してきている.. 

そこで、 

地球温暖化の原因である CO2 排出を削減しようと、SDGs、パリ協定、カーボンフリー社会、京都

議定書、エコ◯◯… 

 

 

などなどの取り組みが世界総出でなされていますが、、 

 

 

人間のせいで CO2が増えてる？ 

そのせいで、地球は温暖化している？ 
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・・これ、全部「嘘」です。 

温暖化が異常気象を招いてる..←嘘です 
3分下さい。「地球温暖化論」の嘘を、数字と根拠を元にご説明します。 

 

 

さて、冒頭のクイズの答えです。「Q.実際、地球の温度は何度上がってるか？」ですが、衝撃的事

実がこちらです、、 

事実：30年で地球の温度は 0.3度しか上がって

ない（人間は体感できない） 
地上においた百葉箱の観測では、過去 30年での気温上昇は平均 0.3℃。 

 

 

こんなの、よっぽど高級な温度計じゃないとわからない。0.3℃の上昇を、肉体で感じられる人もい

ない。科学者が信用する宇宙の衛星からの観測法では、ほとんど上昇がゼロ。 

※エルニーニョ、ラニーニャ、火山の噴火といった例外を除くと、ほとんど一定。上昇の傾向も見ら

れない。 

事実：北極の氷が溶けて海面上昇はしていない

（アルキメデスの原理） 
北極の氷が溶けても、海水は上昇しない。氷が海に浮いてるだけだから。大体、北極も南極も基

本的に温度がマイナスの世界だから、溶けることは考えられない。 

（ちなみに、シロクマも減少していません。むしろ増えているようです。） 

調査機関の発表によると、シロクマの総数は、2005年に約 2万頭だったのに、2015年には約 2万

6,000 頭と大きく増えています。カナダのシロクマ研究の権威、スーザン・クロックフォード博士のコ

メントによると、「これは過去 50年間の最大値」。 

（Susan J. Crockford）TWENTY GOOD REASONS Not to worry about polar bears: an update より 

科学者が暴く「温暖化の嘘」 
これはほんの一例ですが、実はこれらのデータと証拠は、科学者である東京大学名誉教授の渡辺

正 先生にご用意頂いたものです。渡辺先生は工学博士として「光合成」を数十年も研究してきた

工学博士であり、つまり「CO2 の専門家」です。そんな渡辺先生が科学的観点からみた、いわゆる

地球温暖化論の論法は下のとおりのようです。 



→これは正しい。 

→いや、怪しい。辻褄が合わない。 

→もっと怪しい。地球の温度はほぼ一定。 

→完全に嘘。事実と異なっている。 

→なぜ…！？ 

「地球の大気に CO2が増えているよ」 

「CO2が増えたのは人間の活動のせいだよ」 

「その CO2が地球を温めているよ」 

「温めているから、地球が危ないよ」 

「→だから CO2を減らそう！！」 

浮かび上がるさまざまな疑問… 
しかし、疑問に思いませんか、、？ 

 

 

もし、本当に嘘なのだとしたら、、 

なぜ、そんな嘘がまかり通ってるのか？ 

なぜ、誰も本当のことを言わないのか？ 

 

 

もし、本当に嘘なのだとしたら、、 

そもそも誰が最初に「地球は温暖化している」と言い始めたのでしょうか？ 

そして、誰が「それは CO2排出のせいだ」と言い始めたのでしょうか？何のために、、？ 

 

 

政治家が悪いのでしょうか？科学者がでっち上げでしょうか？ 

それとも資本力のある組織でしょうか？嘘を広めている犯人は誰でしょうか？ 

 

 

ヒント：源流を辿ると「1988年」からこの論が始まっています。 

 

 

そこで、これらの嘘を暴き、上記の謎を解明するために作ったのがこの講座です、、 

NEW RELEASE 

新商品 



 

講座の内容は、、 
CONTENTS 

「渡辺正 東京大学名誉教授」地球温暖化の不都合な真実 

「地球温暖化騒ぎ”元年”」国連、NASA、環境学者..1988年に一体何があったのか？ 

「温暖化政策の真実」CO2脅威論の総本山が明言した本当の目的 

「利権誕生前夜」環境利権が生まれたメカニズム 

「利権と金」2030年までに 100兆円超..1日 150億の実態 

「続々と発生する環境問題」酸性雨、オゾン層破壊、ダイオキシンの真偽 

「研究論文の裏事情」世界中でウソ論文がでっち上げられる訳 

「環境問題年表」俯瞰してみるとわかる 1つの真実 

「まとめ」地球温暖化論３つの問題点と結論 



（合計 63分の動画講座） 

この講座を見終えた頃には、、 
Q.なぜ「地球温暖化論」は生まれたのか？ 

 

Q.なぜ、誰も本当のことを言わない（言えない）のか？ 

Q.「巨大利権」はいつ、誰が、どのように作り上げたのか？ 

 

 

などの疑問が解消され、 

 

 

●地球温暖化論の諸悪の根源、すべての始まりである「1988年」 

●オリンピック利権、石油利権などのような「世界を動かす『利権の構造』」 

●メディアでは絶対に報じられない「タブー」 

 

 

などが、科学者によるデータと証拠を元に、簡単にわかるでしょう。学校やメディアでは報道されな

い、このような表には出ない裏事情を知ることで、ほぼ毎日飛び交っている利権に関するニュース

や出来事の見方がガラリと変わるはずです。 

 

100円で手に入れる 
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国際政治学者・藤井 厳喜 

PROFILE / GEMKI FUJII 
PROFILE 

国内外の大企業・投資家からも 

信頼される国際政治学者 

ハーバード大学大学院博士課程修了。 

日本のマスメディアでは決して報道されない、欧米政府が扱うレベルの政治・経済の動向。そして

市民レベルの情報も踏まえて、文化、思想、宗教など多方面から分析し未来を的確に見抜く予測

力は、内外の専門家から高く評価されている。 

著書は第１作の『世界経済大予言』（１９８４年）以来、年間数冊のペースで出版され７０冊を上回る。

また、秘匿性の高い、年間 20万円の会員制レポートは 35年間毎月発行され、「正確な情報が命」

とも言える、旧三井信託銀行、旧日興証券などの金融機関や大手企業・個人投資家を中心に「世

界情勢を読み解くバイブル」として支持されている。 

 

 

また、国連集会に派遣団として参加したり、1999 年には米ブッシュ政権との架け橋として、リチャー

ド・アーミテージ元米国務副長官、ロバート・ゼーリック世界銀行総裁（共に当時は民間人）らに掛

け合い、外交の裏側を取り仕切るなどの国際的・政治的な活動も行ってきた。 



 

※他の代表的商品の満足度の一例。 

東京大学名誉教授・渡辺 正 

PROFILE / Tadashi Watanabe 
先生のご専門は植物の光合成や太陽光エネルギーの活用といった「光」に関する化学分野で、環

境の問題と直接関係があるわけではありません。では、なぜ今回、地球温暖化の講座でお話しい

ただくのか？もちろんそれには、ワケがあります。 

 

 

先生が東大で所属していたのが、「生産技術研究所」という場所です。ここは、当時日本の「環境

研究」の最先端で、1,000 人を軽く越す研究者たちが、国主導の大型研究プロジェクトを行うような

研究所でした。その中で、渡辺先生の役割は、最大 800 人もの研究者たちを取りまとめる事務局

の責任者。国に宛てた年間数億円にもなる研究費の申請や、報告書の作成といった仕事をきっか

けとして、温暖化の怪しい部分に気づいていったと言います。 

 

 

渡辺先生は、「誰かがこのことを伝えないといけない」という思いで告発を決意。ご著書や翻訳書な

どを通して、その温暖化の嘘を発信してこられました。 

渡辺先生は地球温暖化の専門家ではありません。大学でその隣くらいの分野を研究していて、温

暖化騒ぎを横目で見てきたという人です。そして、横で起きていることが、あまりにもひどいからこ

そ情報発信を始められました。 

 

 



その背景にあるのは、決して温暖化の嘘を言うことで「有名になりたい」という思惑ではなく、自分

が信じてきた科学の原則に従って、「間違っていることは間違っていると正しく言わないといけない」

という誠実な一科学者としての思いです。 

 

 

工学博士で光合成の専門家である渡辺先生は、言い換えると CO2 の専門家でもあります。講座

では、先生の専門知も含めて、「今悪者になっている CO2は本当に悪い物質なのか？」という問い

から、みなさんの視点が 180度変わるような情報をお話ししていただきます。 

 

 

温暖化問題をあくまでも淡々と科学の観点から捉えて反論するのには、渡辺先生が最適な人物だ

と思います。 

ダイレクト出版について 

 

私たちのミッション「日本を強く、未来を切り拓こ

うとする人の力に」 
2021年で創業 16年を迎えます。Webを通して 196万人以上に教育コンテンツを販売してきました。

私たちの会社では、他では手に入らない知識、実際に使える実用的な知識、英語圏にある膨大な

知識を含め、その人の成長につながり、人生を変えるような知識を提供できるように全力を尽くし

ています。 

 

 

どんな時代でも、前向きに、人生を切り拓こうとする人たちがいます。 



現状維持を良しとせず、新しいことを学び、 新しいことに挑戦し、転んでも再び起き上がり、彼ら彼

女らは前進しようとします。自らを前進させようとする、そんな人たちによって、社会は前進します。

日本を強くするのは、そのような人たちの活力の総和です。 

 

 

私たちは、彼ら・彼女らのために、 力となる知識を、世界を広げる情報を届けます。このような一

人一人への貢献を通じてこそ、日本がこれから将来も強く繁栄することにつながるものと信じてい

ます。なぜなら、社会は、一人一人が前進する力によって、進歩するものだからです。 

 

 

 


